
日　時　：　平成３０年１２月９日（土）９時～

会　場　：　須賀川アリーナ

主　催　：　福島県卓球協会
主　管　：　福島県卓球協会　県南支部　他　有志

[競　技　上　の　注　意]
１， 現行の日本卓球ルールによる。代表決定戦(決勝リーグ戦）からタイムアウト制を適用する。

２， 日本卓球協会公認球　【ニッタク】４０ｍｍホワイト球　(プラスチック）を使用する。

３， 審判　：　各予選・決勝リーグは　そのリーグの試合の空いている者が審判を行なう。

予選リーグの記録は　全試合終了後　1位の者が　進行へ持参する。

二すくみ、三すくみ　が　ある場合は進行で順位を確認する。

トーナメント戦は　第一試合は相互審判、2試合目からは敗者審判とする。

４， 試合進行中トラブルがあったら、試合を中断し審判長へ連絡すること。

５，

６， 本日中に本戦の参加料（シングルス3000円、ダブルス4000円）を添えて申し込むこと。

本日申込がないものは出場しないものとする。

７， リーグ戦試合順

3人リ－グ 2-3 1-3 1-2 4人リ－グ 2-3 1-4 2-4 1-3 3-4 1-2

[会　場　使　用　上　の　注　意]
１， ゴミの持ち帰りにご協力ください。

２， トイレはきれいに使用してください。

３， 土足をしないように注意してください。

４， 貴重品の管理は自己責任で自己管理をお願いします。

５， 破損の内容に注意してください。ギャラリーの最上段は使用禁止です。

６， 館内は禁煙です。建物の外でマナーを守ってお願いします。

[本日の進行について]
１， 各コートへ　予選リーグ2組分を割り当ててある。　プログラム参照。

２， 予選リーグ後　各リーグ1位の者によるトーナメント戦を行ない、最終4名による決勝リーグ戦を行なう

３， 予選リーグで　2位、3位の者は　試合進行状況と時間を調整し、2位トーナメント、3位トーナメントを

3ゲームマッチで行なう予定なので，放送をよく聞いてください。(表彰はない）

記録

東京選手権の予選会となり、男子Ｓが６名、女子Ｓが４名、男子Dが３組、女子Dが２組、年代別は男
女各２名、男女ジュニアが各２名、男女カデットが各２名、が本戦に出場できる。

　[シードの決定方法]

　前年度組合せ約束をもとに、以下のように決定し組合せを行ないました。
（１）カデット
　①前年度同大会ベスト４　②今年度ジュニアランク者　③今年度カデットベスト４　④前年度本大会ベスト８　

　　⑤今年度カデットベスト８　⑥強化リーグランクの優先順位でシードを決定した。
　　ただし、同位もしくは同所属の選手は抽選とした。
（２）ジュニア
　①前年度本大会ベスト４　②今年度全日本ベスト４　③今年度県総ベスト４　④高校新人戦　①～④大会の
　　ベスト８　⑤新人戦ベスト１６の優先順位でシードを決定した。
　　ただし、同位もしくは同所属の選手は抽選とした。
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３，競技上の注意 坂 本 太 郎
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５，連絡事項 五十嵐 修二

６，閉式のことば 菅 野 淳 一

大 会 審 判 長

須 賀 川 市 卓 球 協 会 事 務 局 長

福 島 県 卓 球 協 会 事 務 局 長

福島県卓球協会県南支部理事長

大　会　役　員

競　技　役　員

開　会　式　次　第

福島県卓球協会県南支部理事長

福 島 県 卓 球 協 会 会 長



ジュニア　男子　代表決定リーグ戦 代表：2名

伊藤悠里(東稜) 塩田礼文(帝京) 佐藤　光(帝京) 相楽　将(帝京) 試合得点 順　位

A 伊藤悠里(東稜) ○　３－２ ○　３－０ ×　１－３ ５(2-1) ②
B 塩田礼文(帝京) ×　２－３ ×　２－３ ×　０－３ ３(0-3) ４
C 佐藤　光(帝京) ×　０－３ ○　３－２ ×　０－３ ４(1-2) ３
D 相楽　将(帝京) ○　３－１ ○　３－０ ○　３－０ ６(3-0) ①

試合順番：　①２－３　　②１－４　　③２－４　　④１－３　　⑤３－４　　⑥１－２

ジュニア　女子　代表決定リーグ戦 代表：2名

伊東みらい(い) 原田優芽(聖母) 町田千尋(聖母) 髙橋千捺(聖母) 試合得点 順　位

A 伊東みらい(い) ○　３－１ ○　３－０ ○　３－２ ６(3-0) ①
B 原田優芽(聖母) ×　１－３ ○　３－１ ○　３－１ ５(2-1) ②
C 町田千尋(聖母) ×　０－３ ×　１－３ － ２(0-3) ３
D 髙橋千捺(聖母) ×　２－３ ×　１－３ － ２(0-3) ３

試合順番：　①２－３　　②１－４　　③２－４　　④１－３　　⑤３－４　　⑥１－２

カデット　男子　代表決定リーグ戦 代表：2名

志賀亘佑(みク) 猪狩　葵(富ク) 鹿俣　葵(本ク) 續橋秀人(富ク) 試合得点 順　位

A 志賀亘佑(みク) ○　３－０ ×　１－３ ×　２－３ ４(1-2) ３
B 猪狩　葵(富ク) ×　０－３ ×　０－３ ×　０－３ ３(0-3) ４
C 鹿俣　葵(本ク) ○　３－１ ○　３－０ ○　３－１ ６(3-0) ①
D 續橋秀人(富ク) ○　３－２ ○　３－０ ×　１－３ ５(2-1) ②

試合順番：　①２－３　　②１－４　　③２－４　　④１－３　　⑤３－４　　⑥１－２

カデット　女子　代表決定リーグ戦 代表：2名

西牧優衣(浅川) 髙橋美悠(富ク) 兼谷彩音(本ク) 原田優衣(喜ラ) 試合得点 順　位

A 西牧優衣(浅川) ×　２－３ ×　１－３ ○　３－１ ４(1-2) ３
B 髙橋美悠(富ク) ○　３－２ ○　３－１ ○　３－２ ６(3-0) ①
C 兼谷彩音(本ク) ○　３－１ ×　１－３ ○　３－１ ５(2-1) ②
D 原田優衣(喜ラ) ×　１－３ ×　２－３ ×　１－３ ３(0-3) ４

試合順番：　①２－３　　②１－４　　③２－４　　④１－３　　⑤３－４　　⑥１－２

【大会成績表】
第一位 第二位 第三位 第四位

鹿俣　　葵 續橋　秀人 志賀　亘佑 猪狩　　葵

本宮クラブ 富久山クラブ みなみクラブ 富久山クラブ

髙橋　美悠 兼谷　彩音 西牧　優衣 原田　優衣

富久山クラブ 本宮クラブ 浅川中学校 喜多方卓球ランド

相楽　　将 伊藤　悠里 佐藤　　光 塩田　礼文

相楽　　将 福島東稜高校 帝京安積高校 帝京安積高校

伊東みらい 原田　優芽 町田　千尋 髙橋　千捺

いわき卓球 桜の聖母高校 桜の聖母高校 桜の聖母高校

福島県代表選手

※　福島県代表は，カデット男女 上位２名　ジュニア男女 上位２名である。

女子ｼﾞｭﾆｱは3･4位決定戦を行わなかったため両者3位

男子ジュニア

女子ジュニア

平成３０年度東京卓球選手権大会　福島県予選　

カデットの部・ジュニアの部
平成３０年１２月９日（日）　須賀川アリーナ

男子カデット

女子カデット


























